


◎
美
郷
町
防
災
公
園
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

�
旧
邑
智
中
学
校
跡
地
に
防
災

の
拠
点
と
な
る
美
郷
町
防
災

公
園
整
備
に
伴
う
設
置
条
例

の
制
定

◎
美
郷
町
委
員
会
の
委
員
等
及

び
非
常
勤
の
職
員
に
対
す
る

報
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及
び
費
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弁
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支
給
条

例
の
一
部
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す
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例

の
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定
に
つ
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�
委
員
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の
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及
び
非
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勤
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費
用
弁
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支
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一
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正

◎
平
成
25
年
度
美
郷
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般
会

計
補
正
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算
（
第
１
号
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４
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１
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付
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職
員
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事
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に
伴
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給
与
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び
共
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担
率
の
改
正
に
伴
う
補
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◎
平
成
25
年
度
美
郷
町
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

�
職
員
の
人
事
異
動
に
伴
う
給

与
及
び
共
済
費
負
担
率
の
改

正
に
伴
う
補
正

◎
平
成
25
年
度
美
郷
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

�
共
済
費
負
担
率
の
改
正
に
伴

う
補
正

◎
平
成
25
年
度
美
郷
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

�
共
済
費
負
担
率
の
改
正
に
伴

う
補
正

◎
平
成
25
年
度
美
郷
町
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

�
共
済
費
負
担
率
の
改
正
に
伴

う
補
正

◎
平
成
25
年
度
美
郷
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

�
共
済
費
負
担
率
の
改
正
に
伴

う
補
正

◎
平
成
24
年
度
美
郷
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て

�
基
盤
整
備
促
進
事
業
、
林
道

一
本
木
線
開
設
事
業
、
林
道

河
木
谷
線
改
良
事
業
、
町
道

京
覧
原
枦
谷
線
改
良
事
業
、

町
道
飯
谷
線
改
良
事
業
、
町

道
笹
目
線
改
良
事
業
、
新
相

生
団
地
建
設
事
業
、
防
災
公

園
整
備
事
業
等
、
平
成
24
年

度
で
予
算
化
し
た
事
業
を
翌

年
度
へ
繰
越
し
た
も
の
の
報

告

◎
平
成
24
年
度
美
郷
町
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許

費
に
つ
い
て

�
平
成
25
年
度
に
繰
越
し
た
石

原
・
酒
谷
統
合
簡
易
水
道
事

業
の
報
告

◎
平
成
24
年
度
美
郷
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

に
つ
い
て

�
平
成
25
年
度
に
繰
越
し
た
農

業
集
落
排
水
施
設
事
業
、
循

環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金

事
業
の
報
告

2

平
成
25
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
10
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
６
月
14
日
ま
で
の
５
日
間
と
決
め
、

条
例
案
２
件
、
予
算
案
６
件
、
報
告
事
件
案
３
件
の
計
11
件
が
提
案
さ
れ
慎
重
審
議
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
６
月
13
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
６
名
の
議
員
が
質
問
台
に
立
ち
ま
し
た
。 

提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、14
日
に
全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
25
年 

議長 
品川光博 
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提
案
さ
れ
た
議
案

条
例
案
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予
算
案

報
告
事
件
案
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過労死防止基本法制定に関する意見書

「過労死」が社会問題となり、「karoshi」が国際語となってから四半世紀が経とうとしていま

す。過労死が労災であると認定される数は増え続けており、過労死撲滅の必要性が叫ばれて久し

いですが、過労死は「過労自殺」も含めて広がる一方で、減少する気配がありません。突然大切

な肉親を失った遺族の経済的困難や精神的悲哀は筆舌に尽くし難いものがあり、また、まじめで

誠実な働き盛りの労働者が過労死・過労自殺で命を落としていくことは、我が国にとって大きな

損失と言わなければなりません。

労働基準法は、労働者に週40時間・１日８時間を超えて労働させてはならないと定め、労働者

が過重な長時間労働を強いられるのを禁止して、労働者の生命と健康を保護することを目指して

います。しかし、当該規制は十分に機能していません。

昨今の雇用情勢の中、労働者はいくら労働条件が厳しくても、使用者にその改善を申し出るの

は容易ではありません。また、個別の企業が労働条件を改善したいと考えても、厳しい企業間競

争とグローバル経済の中、自社だけを改善するのは難しい面があります。

このように、個人や家族・個別企業の努力だけでは限界がある以上、国が法律を定め、その総

合的な対策を積極的に行っていく必要があるのです。

国におかれましては、上記の趣旨を踏まえ、下記の内容の法律【過労死防止基本法】を１日も

早く制定されるよう強く求めます。

【要望事項】

１、過労死はあってはならないことを、国が宣言すること。

２、過労死を無くすために、国・自治体・事業主の責務を明確にすること。

３、国は、過労死に関する調査・研究を行うとともに、総合的な対策を行うこと。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成25年６月14日

島根県邑智郡美郷町議会

請願の要旨 審査結果 付託常任委員会

経済常任委員会

総務常任委員会

採択

採択

過労死防止基本法制定に関する意見書の提出を求める請願
（美議請第３号）

青少年健全育成基本法の制定を求める意見書提出に関する請願
（美議請第４号）

請願
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４月５日（金）

４月18日（木）

13:30～ 第１回　改革特別委員会

10:30～ 第２回　改革特別委員会

４月26日（金） 9:00～ 第３回　改革特別委員会（作業部会）

５月８日（水） 10:30～ 第４回　改革特別委員会全員

５月23日（木） 13:00～ 第５回　改革特別委員会（作業部会）

５月31日（金） 13:30～ 第６回　改革特別委員会：全員

６月11日（火） 9:30～ 第７回　改革特別委員会：全員

議会改革特別委員会開催日

「青少年健全育成基本法の制定」を求める意見書

21世紀の社会を担う青少年の健全育成は、すべての国民の願いであります。

しかしながら、今日我が国の相次ぐ少年の凶悪事件等にみられるように、青少年の荒廃は深刻

な事態に直面しています。その要因として、頻発する児童・幼児虐待事件等に象徴される家庭の

崩壊、また倫理・道徳教育を排し、人格形成の場としての役割を果たしてこなかった学校の問題

が指摘されています。とりわけ、地域社会においては、露骨な性描写や残虐シーンを売り物にす

る雑誌、ビデオ、コミック誌等をはじめとする、性産業の氾濫、テレビの有害番組の問題等に加

え、インターネット・携帯電話等の情報通信の発展とともに新しい有害環境の出現も指摘されて

います。この社会の現状を見るとき、青少年の荒廃は、我々大人が「青少年を見守り支援し、時

に戒める」という義務を果たさなかったゆえの結果と言わざるを得ないのであります。

これらの問題に対して、各都道府県の「青少年健全育成条例」が対処し、一定の効果は上げて

きましたが、今日では、その限界性が指摘されております。今、求められているのは、青少年の

健全育成に対する基本理念や方針など明確にし、有害環境から青少年を守る為の国や地方公共団

体、事業者そして保護者等の責務を明らかにし、これによる一貫性のある、包括的、体系的な法

整備であります。

特に「健全な青少年は健全な家庭から育成される」という原点に立ち返り、「家庭の価値」を

基本理念に据えた「青少年健全育成基本法」の制定が必要であると考えるものです。

上記の内容を踏まえ、国会及び政府に、「青少年健全育成基本法の制定」を強く求めるもので

あります。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成25年６月14日

島根県邑智郡美郷町議会
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議会改革特別委員会審査中間報告書

本委員会に付託された「議会改革に関連する諸々の課題の調査・検討」について、美郷町議会会議
規則第47条第２項の規定に基づき次のとおり中間報告を致します。

記

平成25年美郷町議会第１回定例会において採択された「美郷町議会議員の定数見直しに関する陳情」
を受け、議会運営委員会は陳情の審査と、議会改革に関連する諸々の課題の調査・検討をするために
議会改革特別委員会を設置することとし、本会議において決定しました。
議会改革特別委員会では、付託された重点項目である議会基本条例について、議会中継について、

議員定数についての３項目を調査・検討する資料として、美郷町選挙人名簿に登録されている方の中
から、無作為に選んだ1000人を対象に町民アンケートを実施しました。
アンケート結果の詳細は別途公開する予定となっていますが、５月23日を締切りとして604通の回

答を得ることができました。この60％を超える高い回答率と、議会に対する多くの皆様のご意見を得
ることができましたことについて、町民の皆様のご協力に感謝し、この場を借りて厚く御礼を申し上
げます。
これまで美郷町議会は、基本条例の目的でもある開かれた議会を目指して、各地で住民との意見交

換会を実施し、今後も隔年で実施する予定となっております。こうした現状の中ではありますが、ア
ンケートの結果によると、住民と議会との乖離を指摘する声も多く、町議会の更なる努力と精進が求
められております。議会基本条例制定も視野に入れ、住民と議会との信頼関係がより一層深まる方向
について、前向きに検討する必要があると考えております。
次に、議会中継についての中間報告ですが、アンケート結果によれば43％の方が関心があると答え

ておられます。議員からも、過去に一般質問等でインターネットによる議会中継の可能性について執
行部の見解を求められましたが、設備など財政支出を伴うことから、今後の課題として残っておりま
した。議会内でも視聴率の低さを懸念する声や、録音による音声だけの放送などといろいろな意見が
ありましたが、いずれも費用対効果の疑問を払拭することができませんでした。今回のアンケート結
果は、議会中継の推進に少なからず影響を与えるものと捉え、実現に向けては更なる検討を要すると
判断いたしました。
最後に、議員定数について報告致します。美郷町議会の議員定数は、合併時には特例により24人と

なっていましたが、平成17年改選では14人、平成21年改選で12人と毎回削減をされております。しか
し、町内人口の減少、近隣市町議会の動向を考えるとき、その都度、議員定数の適正化を計ることは、
議会の責務だと考えております。当委員会では、多くの町民に納得していただける議員定数を見出す
ために、議員定数についての項目をアンケートに加えました。
アンケートの結果では、現状でよいと回答された方が254人で全体の42％、削減すべきが235人で

39％、増やすべきが８人で１％、わからないが101人で17％、無回答が６人で１％でした。現状でよ
いが削減すべきより、若干、多い結果となっていますが、町民の意思として決定できる圧倒的多数と
は言えず、当委員会として改めて検討することと致しました。委員会での論議は「定数を削減すれば
地域の声が反映されにくいのではないか」・「削減すべきの声も多く改選後じっくり検討したほうが
よい」・「住民との意見交換会などで生の声を聴く」等いろいろな意見がありましたが、改選直前に
おける議員定数の変更は、町民の混乱を招くおそれがあるということで、次期選挙における議員定数
の条例改正は行わないという結論に至りました。アンケートの結果を可否同数とすれば、現状維持に
よることが好ましいとする委員会の原則にも適う結論に至りました。
しかしながら、付託された議会基本条例と議会中継については、時間的な理由から未だ結論を得る

に至っておりません。
よって今定例会には、議会改革特別委員会の審査中間報告としてここに報告いたします。

平成25年６月14日
島根県邑智郡美郷町議会



イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、

高
度
成
長
期
に
集
中
的

に
建
設
整
備
さ
れ
た
橋
や
公
共

施
設
、
公
民
館
、
上
下
水
道
な

ど
が
、
30
年
以
上
を
経
過
し
老

朽
化
が
進
み
更
新
時
期
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

損
傷
の
少
な
い
う
ち
に
補
修
、

修
繕
を
行
っ
て
長
寿
命
化
に
努

め
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

も
更
新
し
て
い
く
対
策
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

景
山
町
長

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

対
策
は
、
橋
梁
の
長
寿

命
化
対
策
と
し
て
、
橋
梁
点
検

結
果
に
基
づ
き
25
年
度
に
詳
細

な
改
修
計
画
を
検
討
す
る
。
上

水
道
施
設
は
、
石
綿
管
に
よ
る

配
水
管
を
、
全
て
塩
ビ
製
の
配

管
に
更
新
し
て
い
る
。
さ
ら
に

耐
震
性
に
富
む
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

製
の
配
管
を
修
繕
時
に
更
新
し

て
い
る
。
農
業
集
落
排
水
施
設

は
、
最
適
整
備
構
想
を
策
定
し
、

機
能
強
化
対
策
事
業
と
し
て
施

設
の
更
新
を
行
っ
て
い
る
。
道

路
の
附
帯
施
設
の
調
査
を
本
年

度
実
施
し
、
改
修
計
画
を
検
討

し
て
い
く
。
公
共
施
設
は
、
平

成
23
年
度
に
全
体
の
修
繕
計
画

を
策
定
し
、
公
共
施
設
維
持
管

理
基
金
か
ら
年
間
３
０
０
０
万

円
の
予
算
で
補
修
・
修
繕
を

行
っ
て
い
る
。

集
会
施
設
な
ど
の
屋

根
の
塗
装
と
か
は
調
査

し
て
い
る
の
か
。

牧
田
総
務
課
長

公
共
施
設
の
内
、
建

物
に
つ
い
て
平
成
23
年

度
で
一
応
修
繕
箇
所
を
調
査
し

た
。
修
繕
の
必
要
箇
所
は
１
２

１
ヶ
所
、
概
算
で
約
３
億
９
０

０
０
万
円
程
度
か
か
る
と
見
込

ん
で
い
る
。
現
在
公
共
施
設
維

持
管
理
基
金
が
、
25
年
度
当
初

で
約
３
億
８
５
０
０
万
円
あ
る
。

こ
れ
で
緊
急
性
を
要
す
る
も
の

か
ら
順
次
補
修
・
修
繕
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

ら
く
ら
く
バ
ス
を
利

用
し
て
通
院
や
買
い
物

さ
れ
る
方
は
減
少
を
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
見
受
け
ら
れ

る
が
、
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

景
山
町
長

ら
く
ら
く
バ
ス
の
利

用
状
況
は
、
５
地
域
に

つ
い
て
、
月
に
２
回
の
運
行
を

実
施
し
て
い
る
。

平
成
20
年
度
の
実
績
は
、
合

計
で
４
９
０
名
、
平
成
21
年
度

は
５
２
３
名
、
平
成
22
年
度
は

４
２
７
名
、
平
成
23
年
度
は
８

０
９
名
、
平
成
24
年
度
は
７
７

２
名
の
利
用
実
績
で
あ
る
。

平
成
24
年
度
の
猪
之
谷
コ
ー

ス
は
利
用
者
が
無
く
、
地
元
協

議
の
結
果
、
今
年
度
か
ら
運
行

休
止
し
て
い
る
。

美
郷
町
地
域
公
共
交
通
計
画

の
策
定
に
着
手
し
て
い
る
が
、

ら
く
ら
く
バ
ス
も
含
め
て
検
討

す
る
。

今
後
、
利
用
者
の
利

便
性
を
考
え
る
と
、
デ

マ
ン
ド
バ
ス
方
式
が
、
利
用
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

花
田
企
画
課
長

現
在
行
っ
て
い
る
運

転
コ
ー
ス
は
、
利
用
者

が
増
え
て
い
る
の
で
ら
く
ら
く

バ
ス
が
有
利
と
考
え
て
い
る
。

平成25年 議会だより みさと 第35号 6

一 般 質 問根 正一 議員

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
 

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
は
必
要
 

公
共
施
設
維
持
基
金
で
対
応
す
る
 

籏根正一 議員

ら
く
ら
く
バ
ス
の
利
用
状
況
は
 

一
部
路
線
を
除
き
利
用
者
は
増
加
 

屋根の塗装が必要な比之宮交流センター



①
　
新
設
や
改
良
も
必

要
だ
が
既
存
の
道
路
維

持
は
重
要
で
あ
る
。
早
い
対
策

が
必
要
な
箇
所
が
多
く
見
受
け

ら
れ
る
。
現
在
の
パ
ト
ロ
ー
ル

の
実
施
状
況
を
尋
ね
る
。

②
　
橋
梁
の
塗
装
劣
化
が
進
ん

で
い
る
が
、
長
大
橋
の
塗
装
は

膨
大
な
経
費
が
必
要
で
あ
る
。

橋
梁
塗
装
計
画
を
伺
う
。

③
　
橋
梁
長
寿
命
化
の
調
査
の

結
果
を
受
け
て
の
改
修
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

④
　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
は
重
要

で
あ
り
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た

め
に
は
大
変
な
労
力
と
経
費
が

必
要
で
あ
る
。
道
路
状
況
の
書

き
込
み
が
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
設
置
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
か
ら
、
道
路
情
報
を
受

け
付
け
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
。

景
山
町
長①

　
全
職
員
が
通
勤
や

職
務
上
、
町
内
を
行
き

来
す
る
中
で
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の

代
替
え
と
し
て
い
る
。
地
域
の

方
か
ら
情
報
も
あ
る
。
ま
た
、

業
者
へ
年
間
契
約
で
委
託
し
、

緊
急
時
の
出
動
体
勢
を
取
っ
て

い
る
。

②
　
橋
梁
塗
装
計
画
に
つ
い
て

は
、
特
に
劣
化
の
激
し
い
浜
原

大
橋
を
始
め
と
し
て
、
大
規
模

改
修
予
算
と
は
別
枠
で
計
画
を

し
て
い
る
。

③
　
橋
梁
の
長
寿
命
化
対
策
は
、

平
成
22
年
度
か
ら
橋
梁
点
検
を

行
い
、
平
成
25
年
度
に
詳
細
計

画
を
検
討
す
る
。

④
　
道
路
情
報
を
素
早
く
確
実

に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
は
有
効
と
考
え
て
い

る
。
情
報
処
理
や
更
新
な
ど
の

た
め
現
有
職
員
で
可
能
か
検
討

し
て
い
く
。

①
　
サ
イ
ト
の
制
作
費

は
人
件
費
に
比
べ
て
極

め
て
安
価
で
済
む
と
思
う
が
考

え
を
問
う
。

②
　
宝
来
橋
の
高
欄
は
危
険
な

状
況
と
思
え
る
が
、
橋
梁
改
修

計
画
の
基
準
は
ど
う
か
。

赤
穴
建
設
課
長

①
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

中
に
情
報
の
サ
イ
ト
を

設
け
れ
ば
済
む
と
思
う
の
で
検

討
し
た
い
。

②
　
５
段
階
評
価
を
し
て
い
る
。

１
か
ら
５
で
数
字
が
高
い
ほ
ど

安
定
が
良
い
。
１
は
通
行
止
め

に
値
す
る
橋
で
、
２
は
直
ち
に

対
応
が
必
要
な
橋
梁
だ
。
宝
来

橋
は
古
く
、
健
全
度
は
２
で
あ

る
。
高
欄
の
基
準
が
変
わ
り
高

さ
が
不
足
し
て
い
る
。
ま
た
、

橋
台
が
浸
食
を
受
け
て
お
り
、

国
交
省
と
島
根
県
と
協
議
し
全

体
の
計
画
を
進
め
た
い
。

限
ら
れ
た
農
地
を
守

り
続
け
て
い
く
た
め
に

鳥
獣
害
の
対
策
は
重
要
で
あ
る
。

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
は
深
刻

で
、
江
の
川
に
隣
接
す
る
農
地

に
は
、
堤
防
付
近
の
や
ぶ
を
寝

床
に
し
て
被
害
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
大
木
化
と
竹
や
ぶ
の
広
大

化
が
進
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
を

伐
採
す
る
こ
と
で
イ
ノ
シ
シ
の

害
も
軽
減
す
る
と
考
え
る
が
、

方
法
ま
た
は
対
策
の
計
画
は
あ

る
か
。

景
山
町
長

河
川
敷
の
環
境
が
荒

廃
し
、
竹
や
ぶ
な
ど
の

繁
茂
は
景
観
の
悪
化
の
み
な
ら

ず
、
農
地
へ
の
直
接
的
な
被
害

や
、
獣
害
を
誘
引
す
る
原
因
と

な
っ
て
い
る
。
２
年
前
に
栗
原

地
域
で
、
竹
の
伐
採
と
チ
ッ
プ

化
を
試
験
的
に
行
っ
た
。
獣
害

の
低
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

の
声
を
聞
い
て
い
る
。
竹
林
版

青
空
サ
ロ
ン
を
創
設
で
き
な
い

か
と
検
討
し
て
い
る
。
健
全
な

里
山
保
全
や
河
川
環
境
が
獣
害

被
害
減
少
に
つ
な
が
る
こ
と
を

実
証
し
、
地
域
住
民
が
一
体
と

な
っ
た
獣
害
防
護
対
策
や
追
い

払
い
体
制
の
構
築
と
と
も
に
、

町
内
各
地
で
実
践
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
実
証
と
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

河
川
敷
の
大
木
化
し

て
い
る
柳
の
木
を
地
元

で
伐
採
す
る
こ
と
に
国
土
交
通

省
の
許
可
は
出
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
処
分
は
ど
う
な

る
の
か
。

赤
穴
建
設
課
長

協
議
が
必
要
で
あ
る

が
許
可
は
出
る
と
思
う
。

伐
採
し
た
も
の
を
処
分
し
な
い

場
合
、
許
可
は
出
な
い
と
思
う
。

処
分
に
は
労
力
と
費
用
も
必
要

な
の
で
国
交
省
と
相
談
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

平成25年 議会だより みさと 第35号7
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サ
イ
ト
に
よ
る
道
路
情
報
通
報
 

シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
有
効
と
考
え
検
討
す
る
 

山本幹雄 議員

イ
ノ
シ
シ
対
策
で
 

堤
防
内
の
や
ぶ
の
伐
採
を
 

竹
林
版
青
空
サ
ロ
ン
を
検
討
 

道路情報通報システムイメージ図



①
　
天
然
記
念
物
の
保

護
活
動
基
金
創
設
を
。

今
年
の
４
月
９
日
付
で
、
町

文
化
財
で
あ
っ
た
旧
沢
谷
小
学

校
の
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
花
の
谷

の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
、
酒
谷

の
カ
ツ
ラ
の
木
な
ど
町
天
然
記

念
物
の
３
本
が
島
根
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
美
郷

町
の
宝
で
あ
る
天
然
記
念
物
を

保
護
管
理
す
る
た
め
の
基
金
を

創
設
し
、
樹
木
医
や
樹
医
に
よ

る
定
期
的
な
診
断
と
保
全
活
動

を
行
え
る
体
制
づ
く
り
が
必
要

と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

②
　
無
形
文
化
財
の
育
成
に
つ

い
て
。

神
楽
を
は
じ
め
と
す
る
無
形

文
化
財
の
将
来
の
後
継
者
や
理

解
者
と
な
る
子
供
た
ち
へ
の
神

楽
、
楽
打
ち
、
和
太
鼓
等
の
継

承
活
動
の
指
導
を
実
施
し
て
い

る
方
々
や
、
育
成
塾
的
な
立
場

で
の
指
導
者
に
対
す
る
助
成
事

業
を
創
設
す
る
な
ど
、
美
郷
町

の
伝
統
文
化
を
後
世
に
残
し
て

い
く
た
め
の
育
成
措
置
が
重
要

と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

景
山
町
長①

　
現
在
美
郷
町
に
は

妙
用
寺
の
桜
、
花
の
谷

の
桜
、
酒
谷
の
オ
ロ
チ
カ
ツ
ラ
、

学
舎
の
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
の
４
本

が
、
県
指
定
天
然
記
念
物
と

な
っ
て
い
る
。

天
然
記
念
物
を
保
護
・
管
理

し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と

は
重
要
な
こ
と
と
理
解
を
し
て

い
る
。
今
後
と
も
、
必
要
に
応

じ
て
予
算
措
置
を
し
な
が
ら
保

護
管
理
を
す
る
。

②
　
無
形
文
化
財
の
育
成
に
つ

い
て
、
現
在
、
美
郷
町
で
活
動

中
の
神
楽
団
が
子
供
神
楽
団
を

含
め
て
６
団
体
、
楽
打
ち
、

シ
ャ
ギ
リ
は
17
地
域
で
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
連
合
自
治

会
や
、
地
域
活
性
化
グ
ル
ー
プ

等
が
、
地
域
の
特
色
を
持
ち
な

が
ら
自
主
運
営
さ
れ
、
伝
統
文

化
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
神
楽

や
太
鼓
に
取
り
組
ん
で
い
る
学

校
も
あ
り
、
美
郷
町
全
体
と
し

て
非
常
に
関
心
が
高
く
、
民
間

の
力
で
地
域
活
性
化
に
貢
献
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
美
郷
町
の
伝
統

文
化
が
後
世
に
継
承
さ
れ
て
い

く
よ
う
に
行
政
と
し
て
も
い
ろ

い
ろ
な
面
で
支
援
し
た
い
。

美
郷
の
応
援
団
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
と
い

う
意
味
合
い
で
の
寄
付
、「
が
ん

ば
れ
美
郷
町
寄
付
基
金
」
を
文

化
財
保
護
に
活
用
で
き
な
い
か
。

樋
ヶ
副
町
長が

ん
ば
れ
美
郷
町
寄

付
基
金
は
、
総
額
で
２

５
５
万
円
余
り
あ
り
、
こ
の
金

額
は
残
念
な
が
ら
島
根
県
で
は

下
か
ら
２
番
目
と
い
う
少
額
基

金
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

今
後
内
部
協
議
を
し
て
有
効

活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え

は
あ
る
が
、
ま
だ
そ
の
目
的
を

達
成
す
る
の
に
十
分
な
基
金
の

積
み
立
て
状
況
に
な
い
。

平成25年 議会だより みさと 第35号 8
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美
郷
町
の
文
化
財
保
護
に
助
成
を
 

必
要
に
応
じ
て
予
算
措
置
し
、
支
援
し
た
い
 

藤原修治 議員

オ
ロ
チ
カ
ツ
ラ

子
ど
も
神
楽

美郷町の文化財



町
内
に
は
か
な
り
の

数
の
空
き
家
が
見
受
け

ら
れ
る
。

ま
だ
住
め
る
空
き
家
、
も
う

住
め
な
い
空
き
家
、
危
険
な
空

き
家
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、

特
に
住
宅
の
立
ち
並
ん
で
い
る

場
所
に
あ
る
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
周
囲
へ
危
険
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
る
。

ま
た
危
険
な
建
物
で
は
な
い

が
、
も
う
住
む
気
が
な
い
、
ほ

し
い
人
が
あ
れ
ば
あ
げ
た
い
な

ど
の
建
物
も
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
何
か
方
策

を
考
え
て
い
る
か
。

景
山
町
長

空
き
家
対
策
に
お
け

る
基
本
的
な
考
え
方
は
、

個
人
等
の
資
産
で
あ
り
、
そ
の

管
理
は
空
き
家
の
所
有
者
が
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

所
有
者
が
放
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
事
故
等
が
発
生
し
他
人

に
損
害
を
与
え
た
場
合
は
損
害

を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
世
帯
の
高
齢
化
、
都

市
部
へ
の
移
住
に
よ
り
個
人
等

で
の
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
。

こ
う
し
た
傾
向
か
ら
、
所
有

者
等
に
対
し
て
適
正
な
管
理
を

促
す
た
め
に
、
広
報
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
チ
ラ
シ
等
に
よ
り
啓

発
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

ま
た
今
後
、
空
き
家
は
確
実

に
増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
、
利

活
用
が
可
能
な
空
き
家
も
相
当

見
受
け
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
美
郷
町
へ

の
移
住
・
定
住
希
望
者
の
住
宅

の
確
保
を
支
援
す
る
た
め
に
空

き
家
バ
ン
ク
に
取
り
組
ん
で
い

る
。こ

の
運
営
に
取
り
組
む
こ
と

は
、
空
き
家
の
増
加
の
抑
制
を

図
る
上
で
も
有
効
な
対
策
と
考

え
る
。

空
き
家
の
う
ち
特
に
問
題
な

の
は
、
老
朽
危
険
空
き
家
で
あ

る
。
こ
の
老
朽
危
険
空
き
家
は
、

所
有
者
等
が
自
ら
修
繕
・
除
去

等
を
行
い
空
き
家
の
危
険
性
を

除
去
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る

の
で
、
町
と
し
て
は
、
所
有
者

等
へ
の
指
導
・
要
請
な
ど
所
有

者
等
に
よ
る
対
応
を
促
す
こ
と

が
対
策
の
基
本
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
対
応
が

困
難
な
場
合
も
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
う
し
た
場
合
に
は
、

公
共
の
利
益
の
確
保
の
観
点
か

ら
、
町
と
し
て
も
何
ら
か
の
対

策
を
講
じ
て
い
く
。

解
体
は
し
た
い
け
ど

解
体
費
は
高
額
で
あ

る
。
空
き
家
が
町
の
中
に
あ
る

と
い
う
の
は
景
観
か
ら
も
よ
く

な
い
。
町
と
し
て
補
助
し
て

は
ど
う
か
。

こ
れ
は
山
形
県
の
例
で
あ
る

が
、
空
き
家
情
報
の
提
供
を
受

け
、
所
有
者
に
土
地
建
物
を
市

に
寄
付
を
で
き
る
か
ど
う
か
と

い
う
意
向
を
確
認
し
て
、
了
解

が
あ
れ
ば
、
市
の
方
で
除
去
し
、

そ
の
土
地
は
、
地
元
で
管
理
し

て
も
ら
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。

空
き
家
を
除
去
し
た
後
に
若

者
住
宅
を
建
て
る
と
い
う
の
も

１
つ
の
方
法
で
は
な
い
か
と
思

う
。こ

れ
ま
で
、
市
街
地
か
ら
離

れ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
建
て
る

例
が
多
い
が
、
近
所
と
の
付
き

合
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考

え
て
、
若
い
者
が
入
っ
て
く
れ

ば
ま
た
そ
こ
で
活
気
が
で
て
く

る
と
思
う
が
、
難
し
い
か
。

景
山
町
長

空
き
家
が
、
将
来
的

に
は
増
え
て
い
く
と
い

う
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
っ

て
い
る
が
、
国
と
か
県
の
補
助

金
は
全
く
な
い
。
所
有
者
の
責

任
で
解
体
・
処
理
す
る
の
が
基

本
で
あ
る
。

若
者
定
住
住
宅
に
と
い
う
提

案
で
あ
る
が
、今
、１
戸
で
は
定

住
住
宅
は
建
て
な
い
。最
低
、３

戸
が
基
本
で
あ
る
。
解
体
し
た

場
所
が
相
当
広
い
と
こ
ろ
で
あ

れ
ば
別
で
あ
る
が
、
１
戸
だ
け

立
て
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

国
等
の
補
助
金
が
な

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
国
土
交
通
省
が
出
し
て
い

る
補
助
金
が
あ
る
。

今
年
の
３
月
18
日
の
日
本
経

済
新
聞
に
載
っ
て
い
た
が
、
国

が
解
体
費
用
の
５
分
の
２
負
担
、

そ
の
該
当
す
る
市
町
村
が
５
分

の
２
、
本
人
の
負
担
が
５
分
の

１
で
す
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

解
体
し
よ
う
に
も
出
来
な
い
家

も
あ
り
、
本
当
に
危
険
な
建
物

も
あ
る
中
、
こ
う
い
う
補
助
制

度
の
利
用
も
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

樋
ヶ
副
町
長基

本
的
に
は
住
宅
は

個
人
の
所
有
物
で
あ
り
、

個
人
の
責
任
に
お
い
て
処
理
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

平成25年 議会だより みさと 第35号9

一 般 質 問佐竹 一夫 議員

空
き
家
対
策
を
 

対
応
が
困
難
な
場
合
、
 

何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
。
 

佐竹一夫議員

空き家



胃
が
ん
は
ピ
ロ
リ
菌

の
検
診
と
除
菌
の
強
化

を
通
じ
て
撲
滅
で
き
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
胃
が
ん
検
診
に
於

い
て
こ
の
検
査
を
取
り
入
れ
る

意
向
は
な
い
か
。

景
山
町
長

ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
検
査

や
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・

ピ
ロ
リ
菌
検
査
は
、
胃
が
ん
が

発
生
し
や
す
い
体
質
な
の
か
、

ま
た
感
染
の
可
能
性
が
あ
る
か

を
指
標
と
す
る
検
査
で
あ
る
。

国
は
ガ
ン
対
策
推
進
基
本
方

針
に
お
い
て
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
と
い
う
二
次
予
防
の
死

亡
率
低
下
低
減
効
果
に
重
点
を

置
き
、
日
本
消
化
器
が
ん
検
診

学
会
に
お
い
て
は
、
死
亡
率
低

減
効
果
に
有
効
と
の
検
証
結
果

が
十
分
に
得
ら
れ
て
い
な
い
と

し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
に
お
い

て
も
、
ピ
ロ
リ
菌
「
除
菌
療
法
」

の
有
用
性
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
対
処
す
べ
き
課

題
と
認
識
す
る
。

今
後
、
が
ん
予
防
対
策
を
進

め
る
中
で
、
現
在
希
望
者
に
実

施
し
て
い
る
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
検

査
と
併
せ
て
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
検

査
を
実
施
す
る
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
査
の

導
入
を
含
め
、
一
層
の
啓
発
を

図
り
、
一
次
予
防
（
が
ん
に
な

り
や
す
い
要
因
や
体
質
を
改
善

す
る
こ
と
）
対
策
を
検
討
し
た

い
。

生
徒
数
の
減
少
に
よ

る
高
校
再
編
に
つ
い
て
、

周
辺
高
校
は
そ
れ
ぞ
れ
危
機
意

識
を
持
っ
て
対
応
さ
れ
て
い
る
。

郡
内
で
高
校
の
所
在
し
て
い
な

い
当
町
の
動
向
が
大
き
く
影
響

を
与
え
る
。
町
長
の
基
本
的
考

え
は
。

景
山
町
長

現
在
、
島
根
中
央
高

校
・
矢
上
高
校
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
２
０
名
の
入
学
定

員
で
、
合
わ
せ
て
２
４
０
名
の

定
員
に
対
し
、
郡
内
の
中
学
校

卒
業
予
定
者
は
そ
の
内
の
約
６

割
と
な
っ
て
お
り
、
定
員
割
れ

が
必
至
の
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
25
年
度
の
郡
内

２
校
へ
の
入
学
者
数
は
、
合
わ

せ
て
１
５
９
名
で
あ
る
。

入
学
者
が
定
員
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
中
、
周
辺
各
校
と

も
平
成
24
年
度
か
ら
３
年
計
画

で
島
根
県
の
離
島
・
中
山
間
地

域
の
高
校
魅
力
化
・
活
性
化
事

業
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
各

校
と
も
独
自
色
の
あ
る
魅
力
的

な
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。

あ
わ
せ
て
郡
外
や
県
外
に
も

高
校
の
魅
力
を
発
信
し
、
生
徒

に
募
集
を
か
け
る
な
ど
、
努
力

を
積
み
重
ね
て
い
る
。

ま
た
、
高
校
が
所
在
す
る
各

自
治
体
に
お
い
て
も
、
バ
ス
の

運
行
や
寮
の
関
係
等
、
様
々
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
美

郷
町
と
し
て
も
周
辺
高
校
の
存

続
が
、
生
徒
の
進
学
先
を
確
保

す
る
上
で
大
変
に
重
要
な
こ
と

と
考
え
て
い
る
。

島
根
中
央
高
校
後
援
会
の
一

員
と
し
て
も
、
引
き
続
き
必
要

な
支
援
を
し
た
い
。

平成25年 議会だより みさと 第35号 10

一 般 質 問井下 慈海 議員

胃
が
ん
予
防
対
策
の
 

一
層
の
推
進
を
 

Ａ
Ｂ
Ｃ
検
査
の
導
入
を
含
め
 

一
次
予
防
対
策
を
検
討
し
た
い
 

井下慈海議員

※
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診

「
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
有
無
を
調
べ

る
検
査
」
と
「
胃
炎
の
有
無
を

調
べ
る
検
査
」
を
組
み
合
わ
せ

て
胃
が
ん
に
な
り
や
す
い
か
否

か
を
リ
ス
ク
（
危
険
度
）
分
類

す
る
も
の
。「
が
ん
を
見
つ
け
る

検
査
」
で
は
な
い
。
ひ
と
り
ひ

と
り
の
「
胃
の
健
康
度
」
を
調

べ
て
胃
が
ん
に
な
る
危
険
度
が

き
わ
め
て
低
い
人
た
ち
（
超
低

リ
ス
ク
群
）
を
精
密
検
査
か
ら

除
外
、
危
険
度
の
高
い
人
た
ち

は
胃
が
ん
が
な
い
か
ど
う
か
を

確
か
め
る
た
め
に
精
密
検
査

（
内
視
鏡
検
査
な
ど
）
を
受
け

る
検
査
で
あ
る
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診

は
、
こ
の
超
低
リ
ス
ク
群
＝

「
ピ
ロ
リ
に
感
染
し
て
い
な
い
人

（
未
感
染
者
）」
を
胃
が
ん
検
診

の
対
象
か
ら
除
外
で
き
る
点
に

大
き
な
意
味
が
あ
る
。

高
校
再
編
問
題
の
認
識
と
 

取
り
組
み
は
 

生
徒
の
進
学
先
を
確
保
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
、
 

必
要
な
支
援
を
し
た
い
 



各
地
域
い
ろ
ん
な
形

の
中
で
道
路
維
持
を
住

民
の
方
が
さ
れ
て
る
。
道
路
管

理
を
ど
こ
ま
で
そ
の
所
管
が
や

る
の
か
。

ま
た
、
高
齢
の
方
が
、
草
刈

り
を
自
分
で
で
き
な
く
な
り
、

人
を
雇
用
し
て
草
を
刈
ら
れ
て

い
る
。

そ
の
雇
用
も
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
頼
ん
で
も
１
カ
月
以

上
か
か
る
と
か
、
シ
ル
バ
ー
人

材
に
頼
も
う
と
思
っ
て
も
、
そ

の
人
も
お
ら
れ
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
人
材
や
経
費
を
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
。

こ
う
し
た
住
民
の
道
路
維
持

の
現
状
の
中
、
次
の
点
に
つ
い

て
伺
う
。

①
　
広
域
農
道
及
び
林
道
の
所

管
は

②
　
維
持
管
理
の
経
費
は

③
　
集
落
形
成
が
維
持
で
き
な

い
地
域
の
道
路
整
備
は

景
山
町
長①

　
建
設
時
は
島
根
県

や
国
で
あ
る
が
、
完
成

後
の
管
理
は
広
域
農
道
、
林
道

と
も
町
が
管
理
し
て
い
る
。

②
　
現
在
、
町
管
理
の
道
路
に

つ
い
て
は
直
営
の
公
共
施
設
環

境
美
化
事
業
（
公
共
施
設
の
美

化
を
し
て
い
る
作
業
員
を
計
画

的
に
路
線
の
草
刈
り
作
業
に
充

て
る
事
業
）
及
び
委
託
工
事
等

（
除
草
や
側
溝
上
げ
作
業
等
を
、

町
内
を
３
地
域
に
分
け
て
業
者

へ
委
託
）
に
よ
り
行
っ
て
い
る
。

本
年
度
の
維
持
管
理
費
は
、

除
雪
費
や
通
学
路
対
策
費
を
除

い
た
額
で
１
９
８
０
万
円
を
計

上
し
て
い
る
。

し
か
し
、
膨
大
な
道
路
の
管

理
に
は
ま
だ
足
り
て
い
な
い
の

が
現
状
状
況
で
あ
る
。

現
在
も
、
自
治
会
内
の
道
路

は
地
元
の
自
治
会
の
協
力
に
よ

り
成
り
立
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

③
　
各
自
治
会
か
ら
の
相
談
を

受
け
な
が
ら
直
営
の
作
業
員
を

優
先
的
に
派
遣
す
る
な
ど
対
応

を
し
て
い
る
。

①
　
直
営
の
作
業
員
を

派
遣
す
る
対
応
状
況
の

詳
細
は
。

②
　
草
刈
り
に
対
し
て
の
助
成

金
の
金
額
は
。

赤
穴
建
設
課
長

①
　
相
談
を
受
け
や
む

を
得
な
い
場
合
い
に
は

対
応
し
て
い
る
が
、
計
画
的
に

除
草
作
業
な
り
道
路
清
掃
な
ど

す
べ
て
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

②
　
町
道
・
農
道
は
、
請
求
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
１
㎞
当
た
り

１
万
円
の
金
額
を
助
成
し
て
い

る
。

平成25年 議会だより みさと 第35号11

一 般 質 問岩根 和博 議員

道
路
の
維
持
管
理
は
 

自
治
会
の
相
談
を
受
け
な
が
ら
対
応
 

岩根和博議員

直営の公共施設環境美化事業による草刈り



平成25年 議会だより みさと 第35号 12

６月定例会が終わりました。今回をもって勇退される議員の方もおられます。
長年の議会への貢献に敬意を表します。
さて、このメンバーによる議会広報の編集も、最後になり、次回からは、新たなメンバーによる編集

となります。今後とも様々なご意見をいただきますよう、よろしくお願いします。 （佐竹 記）

美郷町比之宮に来て、

14ヶ月何回この言葉を聞い

てきたことでしょう。あり

がたく思っています。

私がここに来た訳は、町

の生活に違和感を覚え、今

までの環境を変えたかった

のが一番でした。お金のためだけに働き、その

お金の価値で自分が成り立つ不自然な仕組み、

変ですよね。人が人として生きていける仕組み

を作り、その中で自然に生きていきたいと考え

ていました。

自然と共に生きていくには農業・漁業、しか

し経験が無い。伝を頼りに三重の農業法人でお

米の作り方を一年半教えてもらいました。後は

自然に生きて行ける場所を探し、その時たまた

ま島根県美郷町が地域おこし協力隊を募集して

いることを知り、伊勢の神様の後は出雲の神様

と、協力隊募集の内容を理解しないで応募、比

之宮に来させていただきました。

比之宮の連合自治会長さんには、よくも見た

目あやしい私を採用していただいたと深く感謝

しています。仕事内容を尋ねると「草刈り出来

ますか？」草刈して後は自分のやりたい事が出

来る、申し訳ないぐらい幸せな気持ちでした。

しかし地区の他の人から「新しい風を吹かせて

ほしい、草刈だけでこの待遇はおかしいだろう」

との声を聞き、見た目あやしい私を迎え入れて

くれた地域の方々に感謝の気持ちを表したく今

までやってきました。

「地域の課題・新しい風」新参者の私には

さっぱりわかりません。ある会合に寄せていた

だいたときに、地区に新しい人を迎えいれ人口

を増やしたいの一言を聞き、これからの方向性

が見えてきました。

地区のＨＰを作り人を募集しませんか？始め

は黙殺されました。無理もないです「お金かか

るだろう」「後どうするの？」「だれが作るの」

疑問だらけ。お金かからず・継続できる仕組み

を考え再提案。「やりんさい」初めて聞いた言

葉でした。今考えると「出来るものならやりん

さい」だったのかもしれません、うれしかった

です「やりんさい」いい響きです。ＨＰは皆様

のご協力に助けられ何とか形が出来ました。あ

りがとうございました。

今は「やりんさい」の言葉が聞きたくて、

色々提案してやらせていただいています。

残り任期も後半分、何回「やりんさい」が聞

けるか、無理せず自然に地域と共に過ごしてい

きたいと今考えています。

「やりんさい」 「やりんさい」 
比之宮地域 地域おこし協力隊員　内 山 伸 昭  


